
辱壽ｈｅ
魚ｿﾞﾊ研究１（２）1967.1

スルファモノメトキシンをニジマスに経口投
与した時の組織内濃度の維持投薬量について,寵
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著者沖１－３)はニジマスにサノレファパリを経口投与した時の組繊内漉度について報告し，また，述統投与でヤマメ
ブIiM癒病の治１Ｍ(例についても報告3）した。治l〕l(効果とあげるためには組織内澱度をあるレベルに保つ必製があるが，
サルファ剤の組織内渡度と治雄効果に関する報告は少ない4)。
一般にサルファ剤は血中濃度５ｍｇ/dl5)を保つ必要があるとされているが，魚類（マス類）に関する治雄の報

告6)からすると，血中波度７ｍｇ/ｄｌを保つことが必亜のようである。
今回，治疵効果をより向上させるために，組織内服度の早)ﾛ]上界とそれをﾙｌｔ拾するに必要なサルファ剤の投薬

iiiについて検討したので報告する。
実験方法

供試魚東京都水産試験甥奥多摩分場で飼育中の(uLlJIなニジマス１年魚（平均IlfjE76､５～78.38）を用い，ア
トキンスlij1孵化Ｉ１ｌＩ１で１週ＩＭＩしﾌﾟこ後に爽恥に供した。
（|上試;１１ビパリスルフアモノメトキシン（遊蝋Ｉｉ１１）を用いた。
投遡方法魚IIAjmkgあﾉｰ')節1群については初|]200mＩい以後１０()mｇ`11］''11を,ｆＭ１１ｉ８について|士]００，１蝉2

日１１５，以後50ｍｇ３日１１３を，第３１Wについては初日200ｍｇを，以後]OOnlgをW５日に311Ｍ力末餌料(魚体重の296）
と混合して，供試魚全部が食ぺられるように注意して投与した。
誠)|:;Ⅱ刺（投薬後所定I1liillHごとにIlIl液・'１｢IMli・筋肉・胆汁を採取した。１回に９足採取し１，液は３足ずつ３群

について尾部を切断して採l(Uし，遠心沈澱して得た血漿を，肝臓は３足ずつ３群について，iDilﾉｮは３足の背側を，
１ⅢIは注射器で９厄介を採取し分析に供した。
定迅方法サルファ剤の定量はBRATToN-MARsHALLの変法7)８)によった。なお，胆汁は５～30倍に和釈し
たものを血漿と同様に定量した。

実験水温は平均13.3°Ｃ（11.1～15.5°Ｃ）であった。
実験結果

名群の組織内濃度を血液．肝臓・筋肉については３群の平均値として，アセチル化率は３つの値の平均値とし
て表１～３に示し，胆汁については表４に示した。
第１群経口投与後12時間で血漿８．２ｍｇ/ｄｌとなり，４８時間後には最高澱度１０．５ｍｇ/ｄｌに達した。以後徐々
に減少したが，１２０時間後で７．８ｍｇ/ｄｌの酸度を保っていた。肝臓では血漿よりも波Uliは高く，４８時間後には
17.8ｍｇ９６で最高濃度となり，筋|/】では低く最高渡陛6.2ｍｇ96であった。
第２群lllIW〔ては48111jlllI後にlik商１１Ｍ:６．５ｍｇ/ｄｌとなり以後徐々に減少した。１１１:脳では4811ill]1後に１Ｍｍｇ9６，
~~￣￣￣￣~二一一一一一一一一一一一一一一一一

美サルファ剤の魚顛にBQする研究第４Ｉｉｔｌ
Ｈｉ衷郎水産拭験場調逝研究要報５６

１１Ｍ14111二DIR木水)１通学会秋季大会（1(illl｣）で発汲した。
癖束Ji〔脚水jlidd｣(恥Mj災多11ｊＷ)鋤
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筋肉では72時間後に4.0ｍｇ兜で最高濃度となった｡

第３群血羨では24時間後に10.4ｍｇ/dlで蛾高濃度となり以後減少したが，途中経口投薬の行われた24時間後
には遭度の減少は少なくなり，120時間後には２．８ｍｇ/ｄｌまで低下したが，132時間では5-5ｍｇ/ｄｌまで回復した。
汗鐵・筋肉で1,血漿と同叢○祷売が認められた。

胆汁宇渡実|土建のどの趙識よりも高く，最高澱度は第１群155.5ｍｇ/d１，第２群９４．６面g/d''第３群120.2
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考、察

恕菌住疾病に対してサルファ剤を経口投与する場合に，その役薬型および投薬期間を適確に定めることは治1Mい
効果に関係するばかりでなく，生産費の引下げにも役立つ重要な問題であるっしかしながら，ニシマスの細菌性
疾病に対するサルファ剤の治錐効果に関する報告3)6)9)10)1])12)は多くはない。特に近時開発された持続型サルフ
ｧ剤では少ない。
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図１各群に於けるスノレフアモノメトキシンの血中濃度の変化

著者等1)はニジマスにおけるサルファ剤の吸収は哺乳動物で得られた従来の知見に比して遅くしかも悪いこと
を明らかにしたが，有効血中濃度を７ｍｇ/dl6）として，この程度に速く上昇させるための初回の投薬量について
みると，篦１群と第３群では魚体重kgあたり200ｍｇを，第２群では100ｍｇを投与したが，血中濃度の上昇には
明らかに差があり，１２時間後にはそれぞれ8.2ｍｇ/d１，７．４ｍｇ/ｄｌおよび3.8ｍｇ/dlとなり，第１群・第３群で'３
７ｍｇ/d１以上となったが，第２群ではり/h程度の濃度にとどまった。第２群の結果を前回の100ｍｇ連続投与の結
果3)と比較してみると（図１），水温が平均13.3°Ｃに対して前回は9.3°Ｃであるために上昇が多少遅れているが，
大きな差は認められない。第２群のように100ｍｇを２回に分けて経口投与するよりは200ｍｇを初回に投与して速
かに血中濃度の上昇をはかる方が有利であると考えられる。
次に血字濃度を維持する投薬量についてみると，３日目以降第１群では100ｍｇ，第２群では50ｍｇ，第３群で
は100ｍｇ隔日投与したが，これが血中濃度の上界となって現われるのは２４時間後である。そこで７２時間後の血
中渡度をみると，いずれの群も減少傾向を示し，特に第３群でiま箸い､減少を示した。第１群と第２群を比較し
てみると，４８時間から７２時間に至る減少傾向にはほとんど差がないが，９６時間では72時間との差が第１群では
0.2ｍｇ/ｄｌに対し第２群では1.5ｍｇ/ｄｌと大きくなっている。雇日投与した第３群では72時間から96時間までほ
とんど平行状態を保ってV､たが,これは72霊間目Ｆ１00mgの投与カニなされたためであり,投与されないとその24
ｐ鯛糞に;ま血中濃度は減少し，全体としては演形と示して演少している。すなわち，一定の血中護度を保つため
の投薬量としてば魚体重kgあたり100ｍｇを経口投与すれば十士'であると考えられる。
血中漫変、推移からみると，ニジマスにおける理想釣なサルファ剤の投薬方法としては，初日魚体重kgあたり

！
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